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不動産管理演習　アパート空室の改善策提案へ

就職戦線を乗り切れ！

明海スポーツ

浦安キャンパス第24回明海祭

においては身元確認や医療支援を行

い、浦安においても経済復興シンポ

ジウムや新しい浦安市創造プロジェ

クトをリードするなど、多様な支援

活動を行いました。現在もなお、原

発問題や世界的な経済不安など多く

の課題がありますが、本学の建学の

精神にある「社会性、創造性、合理性」

の具現化こそが、このような時代を

乗り切る要素であると確信しており

ます。社会がどのように変化しても、

未来からどのような挑戦を受けて

も、自らを見失うことなく前進して

いくことが肝要であることは言うま

でもありません。

大学の教育として、歯学部におい

ては、新しい歯科界を支えていく優

秀な高度専門職としての歯科医師を

養成すべく、本学が実施している歯

科医師生涯研修制度を一層充実さ

せ、卒業前教育から卒業後の生涯教

育への一貫性を保ちつつ世界的視野

での展開を図ります。

また、浦安キャンパスの外国語学

部、経済学部、不動産学部そしてホ

スピタリティ・ツーリズム学部にお

いては、「明海の人間力」の育成を

目指して一昨年からスタートした新

しいカリキュラムの充実に一層の努

力を払います。

浦安キャンパスの基礎教育である

「学修の基礎」と就業力教育である

「キャリアプランニング」、教養教育

である「人間力形成科目」、そして

「専門基礎科目」の履修、さらには

正課外の活動としてのボランティア

活動やインターンシップ、そして本

学ならではの海外研修をラーニン

グ・プロセスとして、学生一人ひと

りの力をはぐくむ愛情を持った教育

を行います。

社会貢献活動として、医療におい

ては歯学部付属病院やＰＤＩでの患

者満足度の向上を図り、浦安キャン

パスにおいては震災後の復旧から発

展へと全国のモデルとなるような支

援貢献をいたします。

今年も明海大学は社会から見える

大学づくりを志向し、社会に貢献で

きる人材育成教育を実践します。

「明海大学だからこそできること」

を合言葉に教職員、学生、全員の力

を結集するとともに、一人ひとりが

素晴らしい年になるよう努力します。

この時代を乗り切る

安井利一学長

「明海の人間力」

社会に貢献できる人材を

「明海大学だからこそできること」
学長年頭所感

2012年の新年を迎えました。明海

大学を支援してくださる多くの皆さ

まに謹んで新年のごあいさつを申し

上げます。本年もどうぞよろしくお

願い申し上げます。

さて、昨年は未曽有の被害をもた

らした東日本大震災があり、本学浦

安キャンパスも液状化現象で大切な

校地に被害が及び、学位記授与式も

中止せざるを得ませんでした。しか

し速やかに復旧を図り、入学式を予

定どおり挙行し、現在は学生が元気

に学問に励んでおります。また、こ

のような災害の時こそ大学の社会性

を発揮すべきであると考え、歯学部
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田草川助教が
学会賞を受賞

本学歯学部は、海外の各国姉妹校

から交換研修生の受け入れを積極的

に行っており、10月には、第四軍医

大学の教員２人と学生５人が来日し、

本学での研修に参加した。

今年の夏に第四軍医大学の海外研

修に参加した本学の学生らが中心と

なり世話役を務め、交換研修生らは

本学歯学部の教育・研究についての

講義を受講。さらに、付属病院など

の施設を見学した。

研修に参加した学生からは本学の

最先端の施設・設備などに驚きの声

が多く聞かれた。

国語学者として著名な金田

一秀穂氏の講演会が11月８日、

日本語学科の主催により行わ

れた。会場には多くの学生が

詰め掛け、金田一氏と親交のあ

る安井利一学長も駆けつけた。

金田一氏は中国大連言語学

院、コロンビア大学などで外

国人に日本語を教えるなど国

語学・日本語学の分野で華々

しい経歴を持つ。

また、独特のユーモラスな語

り口調が人気となり、数多くの

テレビ番組にも出演。現在は杏林大

学外国語学部教授として教鞭をと

っている。

講義では、子どもの独り言が人

の心理を考えるのに最適な研究素

材であることや、同じ曲・歌詞で

も素人の声で聴くと感動できない

のはなぜかなどについて説明。

学生に「言語はコミュニケーシ

ョンのためだけの道具ではなく、

とても曖昧な部分を含むもの。デ

ジタル社会の中でもその曖昧さを

忘れないでほしい」とメッセージ

を送った。

金田一氏の実例を交えた軽快な

話に会場は終始笑いに包まれ、参

加した学生は「金田一先生の気さ

くな話し方に、『相手によって伝え

方を変える』ことの大切さを感じ

た」と語った。

金田一秀穂氏が講演

歯学部
交換研修プログラム

金田一氏のユーモア溢れる講演

日本語学科講演会

第四軍医大学の歯学部生を受け入れ

歯学部の田草川徹助教（病態診断

治療学講座口腔顎顔面外科学分野

１）が、12月２日と３日に千葉県の

幕張メッセで開催された日本顎顔面

インプラント学会総会で学会賞を受

賞した。田草川助教は同学会誌に掲

載された論文が高く評価され、今回

の受賞となった。論文タイトルは

「ビーグル犬下顎骨における垂直的

歯槽骨延長術の実験的研究」。　

田草川助教は「今後も多方面の学会

で活躍できるよう研鑽を積み、まい進

してまいります」と喜びを語った。

田
草
川
助
教

施設を見学する研修生ら



語り、日本を代表するエアライン業

界トップの言葉に、学生らは真剣な

表情で聞き入っていた。

今後は１月12日に（株）ジェイティ

ービー社長の田川博己氏（ＨＴ学部

客員教授）を招いて講義が行われる。
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今年度、ＨＴ学部からも内定者

を輩出しているＡＮＡエアサービ

ス東京の江塚社長は、ＡＮＡグル

ープの概要や今後の展望について

触れ、「今、アジアは世界で最も成

長率の高い地域として発展してい

る。そのアジアを代表するエアラ

インになるという経営ビジ

ョンのもと、現場のスタッ

フをプロ集団に育て上げ、

お客さまに安全で高品質な

空の旅を提供すべく努めて

いく」と力強く語った。

ＪＡＬの大西社長の講義で

は、ＨＴ業界への就職を

目指す学生らにホスピタ

リティ・マインド（おも

てなしの心）について説明。

「お客さまのフライトが快適な

ものであるように万全の準備で

お迎えする。さりげなく相手へ

の配慮を示し、一人ひとりのお

客さまを想うことが、ＪＡＬの

ホスピタリティ・マインド」と

ホテルやエアライン業界に高い就職実績を誇るホスピタリティ・ツーリズム（以下、ＨＴ）学部の授業科目「特別講義Ⅱ

（通称：社長講座）」では、ＨＴ業界を代表する企業の社長や会長を招き、オムニバス形式で業界の動向や仕事に対する心構え

などを学ぶ。11月は航空業界を牽引する２社から、10日に全日本空輸（株）執行役員成田空港支店長兼ＡＮＡエアサービス東京

社長の江塚春夫氏、24日に日本航空（株）（以下、ＪＡＬ）社長の大西賢氏を招き、講義が行われた。

ホスピタリティ・ツーリズム学部

社 長 講 座 ＪＡＬ・ＡＮＡ グループのトップを招聘

江塚社長(左) と内定者のHT学部藤原俊也さん

学生に力強いメッセージを送る大西社長

ヘルスツーリズムを企画ホスピタリティ・ツーリズム学部

ＮＰＯ法人日本ヘルスツーリズム振興機構主催の第29回ヘルスツーリズムセミナーが11月29日に開催され、本学からはホス

ピタリティ・ツーリズム（以下、ＨＴ）学部の関千里講師とゼミ生が参加。観光マップを作成し、各地域の見どころを紹介し

ながらウォーキングをメインとするヘルスツーリズムの企画をプレゼンテーションした。

ヘルスツーリズムとは健康増進な

どを目的とした観光のことで、ＨＴ

学部では2009年度から同団体とアカ

デミックパートナーとして、共にヘ

ルスツーリズムの研究を行っている。　

今回の企画発表は昨年に続き２年

連続。立案にあたり、学生は候補地

の選定や佐原（千葉県）、相模原

（神奈川県）、多摩地域（東京都）で

の実地調査等を行った。自分たちで

歩き、得た情報を満載に盛り込んだ

観光マップは、留学生の王ショウさ

ん（ＨＴ学科３年）の協力により中

国語版も作

成された。

ゼミ長の

前田哲平さ

ん（ＨＴ学科

３年 ）は 、　

「既存のツア

ーとの違い

を打ち出す

ため、実地調

査や資料収

集等、ゼミのメンバーで協力しなが

ら作業を進めてきた」と語り、学修

の成果を生かす機会に確かな手ごた

えを感じたようだった。

発表を終えた関ゼミ生ら

3
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浦安環境共生都市構想

中城教授

不動産学部の専門性を発揮

組織発足の背景、経緯からお聞か

せください。

構想自体は震災前の2010年秋か

らありました。政府は2010年６月

に再生可能エネルギーを導入する

地域などを「環境未来都市」に指

定し、後押しをする方針を打ち出

しました。このことを踏まえて、

新浦安地区の持つ高いポテンシャ

ルを生かし、「環境」をキーワード

とした都市構想を不動産研究セン

ターから浦安市に提案しました。

具体的に検討を進める直前で東日

本大震災により一時中断となりま

したが、このたび、液状化被害の

復興モデルも視野に入れて再出発

となりました。

この事業には多くの民間企業も参

加していますね。

震災でダメージを受けた浦安市

に少しでも貢献をしたいという住

宅メーカーをはじめとする民間企

業が、本学や企業同士のつながり

を通じて集まりました。立場とし

て競合する企業もありますが、今

回の事業を「競争を超えた協力・

連携事業」として取り組み、それ

ぞれの企業の強みを発揮すること

で、今までにない新しい復興モデ

ルができると思います。

具体的な取り組

みについて教え

てください。

産官学の共同

事業体であるコ

ンソーシアムは

三つの分科会で

組成され、今年

度末に計画の方

向性を打ち出し

ます。次年度には浦安市の「環境

未来都市」の申請も視野に入れ、

単にブランドを回復するだけでは

なく、災害にも強く、震災前より

も価値の高い、住み良い街づくり

を検討します。松崎秀樹浦安市長

が「“日本の浦安”から“世界の浦

安”へと発展させたい」と記者会

見で熱く語ったように、世界屈指の

環境共生都市を目指します。

明海大学の役割と今後について。

「事業スキーム検討」「適用技

術・サービス検討」「中長期施策検

討」の三つの分科会で、本学はそ

の事務全般を担うことになります。

これだけの事業ですから、これを

支えるマンパワー体制の整備やさ

まざまな分野における幅広い知識

の結集が必要となります。そのた

めにも、この事業を全学部・研究

科が一体となり、大学全体で取り

組んでいきたいと思います。

環境共生都市として発展が期待される新浦安地区

日本で唯一の不動産学部を擁している本学は、環境に優しい街づくりを浦安市で進めるために、

浦安市および生活サービス分野をリードする９社と11月25日にコンソーシアムを立ち上げた。本

学をはじめ、各企業の持つノウハウや先端技術などを生かし、浦安市と共に新しい街づくりのモ

デルをつくりあげる。利用者に優しい生活サービスの導入も視野に入れた地域一体型の持続可能

な街づくりの実現を産官学が一体となって取り組んでいく。

発起人の中心である不動産学部の中城康彦教授に話を聞いた。

明海大学→

新浦安駅→

記者会見の様子

4
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不動産学部の本間講師が奨励賞を受賞
不動産学部の本間勝講師が、10月

29日に盛岡市で開催された日本土地

環境学会定期大会学会賞授賞式で奨

励賞を受賞した。学術論文「土壌汚

染の説明責任とその物理的範囲の法

的考察」が、土地環境学の発展に貢

献する独創的な研究と高く評価され

今回の受賞となった。

本間講師は、「大学院時代より継

続して土地環境政策の研究を行い、

その成果が認められたことについて

大変嬉しく思っています。今後も震

災対応を含め不動産学の研究に寄与

できればと思います」と受賞の喜び

を語った。

アパート空室の改善策提案へ
不動産学部の授業科目「不動産管理演習」では、11月14日に浦安市富士見

にある空きアパートや東京都葛西にあるマンションの現地調査を実施。これ

はアパート空室のリノベーションプランを企画すること等を目的とし、千葉県

宅地建物取引業協会市川支部の協力により実現した。

現地では、本演習担当の不動産学

部齊藤広子教授、実務家で（株）ブル

ースタジオの大島芳彦氏、（株）スペ

ース・ユニオンの藤木亮介氏が学生

にプロの目線で現状を解説。「なぜ

物件に空きがあるのかといった分析

から始まり、居住者ニーズの調査、

家賃設定、収支計算、プレゼンテー

ションまで総合的な力が求められる」

と説明した。学生からは、「座学

ではなく、実際に空きアパート

などを見ながらの演習はイメー

ジが湧きやすい。時代に合った

住宅の設備や機能を考え企画書

を作成したい」などの感想があった。

今回の演習に協力をしてくれた管

理会社やオーナーからは「学生から

の良いプランがあれば実際に採用し

たい」という声もあった。学生たち

は、リノベーションプランと長期修繕

計画の策定に着手し、半年間の演習

成果をまとめる予定だ。

不動産管理演習

空きアパートを調査する学生

毎週水曜深夜に放映されているNHKのEテレ（教育テレビ）「資格☆はばたく」

に不動産学部教員や学生が出演します。1月から約１カ月間にわたり「宅地建物取

引主任者～宅建主任者は幸せの契約書を作るプロ～」の企画で、全４回にわたり

中城康彦教授が講師として出演します。
■放送日時　※全て水曜深夜24時から24時25分まで
第１回 １／４ 「宅建主任者ってどんな仕事？」　　　　  第３回 １／18 「どんな勉強をすれば合格できるの？」
第２回 １／11 「どんな試験をどんな人が受けるの？」 第４回 １／25 「総まとめ　ガチンコ模擬試験」

資格☆はばたく 不動産学部の中城教授らがテレビ出演
NHK Eテレ（教育テレビ）

NHKテレビテキスト１月号
NHKテレビテキスト１月号「資格☆はばたく 宅地建物取引主任者」では、試験

範囲の解説に加えて宅建取得のポイントを詳しく紹介。さらに、合格へ向けた本学

不動産学部の取り組みや加賀優二特任教授、宅建取得者の佐野圭胤さん（不動産

学科４年）のインタビューも紹介されています。

研
究
が
高
く
評
価
さ
れ
た
本
間
講
師
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就職活動のスタートが今年度から例年より２カ月遅い12月スタートとなり、学生は就職活動の短期決戦を迫られている。

本学では早い段階から就業意識や職業観を養い、就職戦線の波に乗れるよう、卒業後の進路を見据えたキャリア教育を推進。

今回は11月に行われた英米語学科と不動産学科の就職サポートを紹介する。

英米語学科３年生を対象とした

出張就職講座が11月に５回にわた

って実施された。同講座では卒業

生による就職活動のアドバイスや、

就職支援担当職員による現在の就

職環境に関する説明などを行って

いる。講座には日本航空（株）で国

際線のＣＡとして活躍中の池内怜

香さん（09年卒）や（株）ＪＡＬスカ

イでグランドスタッフとして活

躍中の竹内由梨さん（09年卒）ら

卒業生と、今年度厳しい就職戦

線を乗り切り内定を獲得した同

学科の４年生らを招き、就職活

動へのアドバイスなどが語られ

た。竹内さんは「海外研修やア

ルバイトなど、自分の頑張った

ことを何か一つ見つけて、自信

を持って就活に挑んでほしい」

とエールを送った。

不動産業界の第一線で活躍して

いる企業人を講師として招いた講

演が、授業科目「不動産キャリア

デザイン」において行われた。11

月24日に東京急行電鉄（株）渋谷開

発事業部統括部長の岩井卓也氏、

12月１日に（株）エイブル代表取締

役社長の平田竜史氏を招き、業界

の動向や求める人材についての説

明があった。平田社長は「不動産

業界において宅建の資格は必須。

在学中の資格取得を目指し、志望

する企業への就職につなげてほし

い」と資格取得の重要性について

力強く語った。後輩へ力強いアドバイスを送る竹内さん

経済学部キャリア講座

地元活性化に貢献

就職戦線を乗り切れ！ 学科独自の就職サポート特集就職戦線を乗り切れ！

出張就職講座

不動産キャリアデザイン

経済学部の授業科目「キャリア

講座Ⅳ」では、地域での活動を通

じて社会に貢献できる人材の育成

などを目的に、11月３日に浦安駅

北口に開かれた「せせらぎ市」に

「明海ＳＨＯＰ」を出店。当日は、

天候にも恵まれ、子どもからお年

寄りまで多くの市民がせせらぎ市

を訪れた。

せせらぎ市とは朝市により地元

浦安の活性化を目的とする祭りで、

千葉県産の食材や浦安の名産品な

どを販売する約15店舗が軒を連ね

る。出店前に行われた授業では、

今回の販売品をジュースなどの飲

料品と決定し、価格設定や会計、

販売などの役割

分担を決め、一

致団結して準備

に取り組んだ。

出店当日、本学

の「明海SHOP」

は学生らしい明

るく元気な呼び

込みで、午後に

は再度仕入れを

行うほどの盛況

ぶりだった。

学生からは「準備や計画立案、

協調性の重要さを感じ、達成感を

味わうことができる非常に貴重な

体験をすることができた」「これか

らも地元浦安の活性化に貢献して

いきたい」などの感想が聞かれた。

講演をするエイブル平田社長

盛況だった「明海SHOP」

【英米語学科】

【不動産学科】
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波田地由佳（経済学科２年）と又

村彩（英米語学科１年）ペアが、１

月26日からニュージーランド・タカ

プナで開催される470級ジュニア世

界選手権大会の日本代表選手に選出

された。

同ペアは先立って開催された江ノ

島オリンピックウィーク2011で、選

考対象女子ペアの中で１位を獲得し

たことで財団法人日本セーリング連

盟から派遣依頼を受けた。同連盟は

ロンドンで開催される次期オリンピ

ックも視野に入れ、次世代を担うジ

ュニア・ユースとして22歳以下の選

手育成に力を入れている。

國府田由隆監督は「世界選手権だ

からといってプレッシャーを感じず

に、まずはレースを楽しむこと。そ

のうえで、全力を出し切ってほしい」

と語った。

MEIKAI NEWS LETTER January 1, 2012 Vol.201

体育会サッカー部の主将を務める

中村竜也選手（経済学科４年）が、

卒業後に「ＳＡＧＡＷＡ ＳＨＩＧＡ Ｆ

Ｃ」に入団することが決定した。中

村選手は2008年に本学体育会サッカ

ー部に入部し、ＭＦとして２年生か

らレギュラーで活躍。４年生からは主

将としてチーム全体を牽引してきた。

その中村選手が入団する「ＳＡＧ

ＡＷＡ ＳＨＩＧＡ ＦＣ」は、日本フッ

トボールリーグ（通称、ＪＦＬ）に所

属する強豪チーム。2007年、前身で

ある佐川急便ＳＣ時代にリーグ優勝

を達成し、翌年、現在のチーム名に

改称した。その後も2009年、2011年

とリーグ優勝を成し遂げ、同リーグ

の中で安定した強さを誇っている。

新しい門出に、八津川義廣監督は

「彼はまだまだ成長する余地がある。

新しい環境でさらにステップアップ

し、後輩たちの目標となるような選手

になってほしい」とエールを送った。
中村選手

体育会ヨット部

470級女子ペアが世界選手権へ
体育会サッカー部

ＪＦＬ強豪チームへ入団

歯学部 課外活動紹介③ サッカー部
講義や実習に集中する毎日の中で、精力的に活動している歯学部のクラブやサークルを紹介する。シリーズ３回目は

抜群のチームワークで今年度の歯学体で優勝を果たしたサッカー部。主将を務める木村亮太選手（５年）に話を聞いた。

波田地選手

現在、部員32名（うちマネージャー６名）で、春夏は月・水・金曜日の週３回、秋冬は月・水曜日の週２回練習をし

ています。また、それ以外にも春夏シーズンは毎週のように練習試合を組んだり、夏合宿を行うなど、春のリーグ戦、

夏の全日本歯科学生総合体育大会（以下、歯学体）に向け

てチーム全員で厳しく、楽しくトレーニングしています。

チームの特徴であり最大の武器は、抜群のチームワーク

です。サッカー経験者が多いというわけではないので、“個”

の力よりも“集団”の力で勝つスタイルを確立し、チーム

全員の結束力、勝負に対する高い意識をもつように心がけ

ています。その努力が、今年度の歯学体優勝という結果につ

ながりました。次の目標である歯学体連覇に向けて、チーム

一丸となって練習に励みます。（木村主将談）

明海スポーツ 活躍の舞台を広げる選手たち

歯学体優勝を喜ぶメンバーたち

体育会公式ホームページ　http://meikai-sports.jp

又村選手
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浦安キャンパス

歯学部坂戸キャンパス

大きな空を笑顔で彩った３日間浦安キャンパス第24回明海祭

本部企画では人気音楽アーティス

ト「ナオト・インティライミ」のライ

ブ、放送作家「鈴木おさむ」の講

演会、人気お笑いコンビ「ピース」

らによるお笑いライブや豪華な景

品が当たるビンゴ大会、毎年子ど

もたちに人気の１日体験教室など

が行われ、連日学生や地域住民で

大きな盛り上がりを見せた。中で

も牛乳パックを使って鉛筆立てを

作る１日体験教室では、子どもた

ちだけでなく保護者も一緒になっ

て参加し、学生と楽しそうに交流

する姿が見られた。また、メイン

ステージでは吹奏楽部やチアリー

ディング部、ダンスサークルによ

るパフォーマンスが披露され、会

場を大いに沸かせた。

学園祭実行委員長の吉田翔美さ

ん（経済学科３年）は、「約半年間か

けて創りあげた明海祭という『空』。

私の想像をはるかに超える大きな

空となってくれました。地域の皆

さまや教職員の方々のご参加やご

協力に対して、感謝の気持ちでい

っぱいです」と語った。

浦安キャンパス第24回明海祭（学園祭）が11月４日から６日にかけて開催され、多くの学生や地域住民らで賑わった。今
回のテーマは『空』。このテーマには「どこまでも続く同じ空の下で明海祭に来場したすべての人とつながり、学園祭をみ
んながそれぞれの色で染めて明海祭という大きな空をつくりあげたい」という願いが込められている。

※試験日自由選択制　※2/1、2のみ地方会場でも実施

大学入試センター試験利用入試（A方式）
出願期間 1/10(火)～1/23(月)

※本学での個別学力審査はありません。

一般入試（A方式）
出願期間 1/10(火)～1/23(月)

試験日 2/ 1(水)・2(木)・3(金)

※このほか、一般入試Ｂ方式、大学入試センター試験利用入試Ｂ・Ｃ方式も実施します。また、入試の成績優秀者に対する奨学金制度（初年度授業料全額又は半額免除）があります。

大学入試センター試験利用入試（A日程）
出願期間 1/10(火)～1/24(火)

面接日 1/31(火)

一般入試（A日程）
出願期間 1/10(火)～1/24(火)

試験日 1/31(火)
※このほか、一般入試Ｂ日程、大学入試センター試験利用入試Ｂ日程も実施します。

る「シンデレラ」を発表。流ちょう

な日本語での演技が披露され、会

場は大きな拍手に包まれた。終了

後には、日本人学生との交流が図

られ、記念撮影をする様子が見ら

れるなど、発表会は盛況のうちに

幕を閉じた。

シンデレラ役を務めたアビー・グ

リーンさんは「日本語での演技はと

ても緊張したが、終わった後に日

本人の友人が褒めてくれて、とて

も嬉しかった」と笑顔で語った。

本学に在籍する外国人留学

生の学修成果を発表する機会

として、日本語学科主催の日

本語発表交流会が11月22日に

開催され、大勢の学生や教職

員が会場に詰めかけた。

交流会では、特別聴講生に

よる「韓国の早口言葉」、別科

日本語研修課程の学生による

「地震のあと、私たちにできる

こと」、ＩＥＳ特別聴講生によ

チアリーディング部による
圧巻のパフォーマンス

「シンデレラ」のワンシーン

日本語発表交流会


